



The E丘ect ofthe Real Thing use Teaching Materials in case ofthe
Metal concept Learning support: comparison with the sentence








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































較)と、,EKd > TKd 〔t=399 砥=93 Pく.01〕,
























































































群と TKd群の間、 EKd群と TDk群の問に有
意な差が見られた( B011ferr0血の多重比較 i
EKd > TKd 〔t=252 砥=93 P<.1田, EKd >








































れる・( B0址ert0血の多重比較; EKd > TKd






























































































































































































































































































〔 E ・ T D k群〕
、
金属の中にたくさん存在する自由電子が電流の運び屋となるのです。カルシウムとガラス、ゴムの電気抵抗値(表
略)を見てください。電気抵抗値とは電気の流れにくさを表すものです。この値が大きいほど電気が流れにくい
ということになります。ガラスやゴムに比ベて、銅がいかに電気をよく通すかわかるでしょう。
<実験>【EDk群のみ】
人問生活学研究第2号 2011
では、先ほどの磨いた「十円玉」で、ちょっと実験してみましょう。これは、「ブーブーテスター」というモノです。
電気が流れれば、ブザーが鳴るようになっています。まず「ゴム」です。全然なりませんね。ゴムは、やっぱ
り電気は通りにくいのです。では、「銅」はどうでしょう。やってみましょう。
「金属はよく電気を通す」と言うこともできるのです。
〔4群共通〕
この他にも金属は他の物質と違う特徴が、あと2つあります。それは、「熱をよく伝える(熱伝導性)」と「叩
いたりひっぱたいたりしても、壊れることなく、形だけを変えることができる(延性・展性)」です。これらも、「光
沢性」「通電性」とあわせて、金属の特徴となっています。この2つの特徴も、金属が「自由電子」をたくさん持っ
ているからです。この電子が、熱が加わるとすばやく移動して他の場所に熱を伝えていくのです。また、強い力
が加わ0た時には、今度ば「糊(のり)」の役目をしてねぱり強い・壊れにくくさせているのです。今回は、これ
ら4つの特徴の中から、「光沢性」「通電性」について詳しく見てきたことになります。それでは、金属のこの2
つの特徴を他のものでも見ていきまLよう。
〔E・TKd群〕
今度は、「銅」です。十円玉でもおなじみですね。これも、『金属」です。みなさんの十円玉はピカピカしてぃますか。
していないものもありますね。で、、それは表面が酸化したからか、あるいば皮膜におおわれているからで、磨
けぱちゃんとビカビカした表面が現れます。
<実験>【 EKd群のみ】
では、くすんだ十円玉を実際に磨き粉で磨いてみましょう。本当はやすりの方がいいのですが、お金は加工し
ては'いけないので、磨き粉にしておきます。やってみますよ。
やっぱり、「金属はピカピカする」と言うことができるのです。
〔E・TDk群〕
今度はカルシウムです。カルシウムというとみなさんは、石灰岩や大理石、あるいば歯や骨を思い浮かべるか
もしれません。もちろんその連想は適切です。ですが、それらば、カルシウムと他の物質の化合物なのです。カ
ルシウム単体ではないのです。カルシウムも、それ自体は、実は「金属」なのです。み女さんは、ピカ甘力光る
ガルシウムなんてみたことがないと言うでしょう。実際、カルシウムは空気中におくとすぐに酸化してLまいます。
また、カルシウムは水に反応しゃすい金属でもあります。水や空気は回りにあるので、それらとすぐ結ぴついて「酸
化カルシウム」になったり、「水酸化カルシウム」になったりしてしまうのです。カルシウムはなかなか単体の金
属として存在しづらい性質を持っているのです。ですから、単体とLて純粋な「金属」カルシウムば、めったに
見ることができないのです。でも、酸化している面を磨けぱ、ピカピカした光沢面が見られるはずです。カルシ
ウムも、金属の特徴である「光沢」はしっかり持っているのです。
<実験>【EDk群のみ1
ここに、酸化して真っ白のカルシウムがあります。これをヤスリでごしごし磨いてみましょう。本当にピカピ
力してくるでしょうか。やってみましょう。
、
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やっぱり、「金属ばピカビカする」と言うことができるのです。
〔E・TKd群〕
では、銅は電気を通すかです。銅の電気抵抗値は、 1.7です。カルシウムよりも、小さいですね。銅は、よく電
気を通すのです。
<実験>【EKd群のみ】
金属概念学習支援における実物使用教材の効果:事例提示順に関する文章読解教材との比較
先ほどの磨いた銅で、ブーブーテスターを使って実験してみましょう。鳴るでしょうか。
銅も、自由電子をたくさん持っています。ですから、銅も、カルシウムも、「金属」の仲問であり、その特徴である「光
沢」や「通電性」を備えているのです。カルシウムや銅で見てきたように、全ての金属は、自由電子を豊富に持っ
ています。
〔E・TDk群〕
では、カルシウムは電気を通すかです。カルシウムの電気抵抗値は、 3,7です。銅ほどではないけれど、ガラ
スやゴムから比ベれぱ、はるかに小さいですね。カルシウムも、よく電気を通すのです。
<実験>【 ED k群のみ】
先ほどの磨いたカルシウムで、ブーブーテスターを使って実験してみましょう。鳴るでしょうか。
カルシウムだ0て、自由電子をたくさん持っています。ですから、みなさんは意外かもしれませんが、カルシ
ウムは、銅と同じように「金属」の仲間であり、その特徴である「光沢」や「通電性」を備えているのです。
銅やカルシウムで見てきたように、全ての金属は、自由電子を豊富に持っています。
〔4群共通〕
そのために、金属は、①ピカピカ光る(「光沢性」)、②電気をよく通す(「通電性」)、③熱をよく伝える(「熱伝導性」、
④よく伸びたり・広が0たりする(「延性・展性」)、と"いう特徴を持ってぃるのです。
資料2:物質の説明(配布プリント)
リチウム(Li)
比重0.郭。融点1790で。電気抵抗値9.4。常温で、銀白色のやわらかい固体。炎の中で深紅色になる。触媒な
どに使われる。
イオウ(S)
比重2.07。融点Ⅱ30て。電気抵抗値は高い。黄色。昔は薬として使われ、これを燃やして病室を消毒Lた。
鉄(Fe)
比重7.86。融点15350で。電気抵抗値9.8。純鉄は比較的やわらかで、銀白色である。一般に鉄材といわれるのば0
2~0.3%の炭素を含む。
カルシウム(ca)
比重1.54。融点8480で。電気抵抗値4,6。常温で、銀白色のやわらかい固体。生体内には約2.5%存在し、他
の物質と化合して骨や歯をかたちづくっている。
ヨウ崇(D
比重4.93。融点Ⅱ40て。電気抵抗値は高い。個体の結晶構造は紫黒色の斜方晶である。微量だが生体内で重要
なはたらきをしている。
銅(CU)
比重8.9。融点10850で。電気抵抗値1.72。固体は桃色がかった赤色で、その色から、日本では、古来、「あかがね」
と呼ぱれた。加工しゃすいので古代から大事にされた。
カリウム(K)
比重0.86。融点640で。電気抵抗値6.9。銀白色で、ナイフで切れるほどやわらかい固体。水と激しく反応する。
また、空気中では室温で発火する。
アルミニウム(AD
比重2.70。融点飾00で。電気抵抗値2.75。銀白色の固体。加工Lやすく、食器、窓枠、アルミかん等広く使われる。
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